
【体系数学シリーズ】

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

佐藤の中高一貫の攻略
代数編Part3

【講座番号】





はじめに

本講座は中高一貫校に通い意欲的に先取学習もしくは学校の授業についていく

のが大変で復習として受けたいという生徒を対象にしたものです。また、意欲が

あれば公立に通う生徒が受けても構いません。

本講座の狙いは

• 「体系数学」や「システム数学」の内容に合わせて標準～発展レベルの問

題を解けるように理解を深める。

ことにあります。そして、この講座を通じて数学的な考え方を身に付けていきま

しょう。

この講座を受講にするにあたって、「答えを出せればいい」という意識ではなく

「一般化をしていろいろな問題を解けるようにする」という意識をもってくださ

い。この講座は予習を必須ではありませんが、事前に基本事項や基本問題に触れ

ておくことは理解を深めるうえでは大切なことなので、時間に余裕がある生徒は

予習をしたうえで授業を受けてください。受けたあとは、自分だったらどうやっ

て教えるのか？ という意識で考えて考えて復習をしてください。

このような意識をもって本講座に取り組んでいただけることを願っています。

　【数学科講師　佐藤　信也 (サトウ　ノブヤ)】
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テキストの進め方

• 基本的に予習はしなくていいが,どんなことを学ぶんだろう？ と目を通し

ておくこと。

• 授業で扱う問題は基本とテーマです。授業内で演習および解説を学び, 演

習問題を復習として解きましょう。

• ノートは必須です。書き込んでもよいですが,テキストの余白では理解をす

るには少なすぎるので,用意をしておきましょう。

• 習った問題は兄弟・姉妹や友達,近所の子どもたちに教えられるように自分

なり言葉で説明できるようにしよう。
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第1講 【一次関数-1】

Part3では,全 12講すべて「関数」に関する内容です。どれほど「関数」が重要

なのかは講義の数をみれば理解できるかなと思います。(実は Part5でも関数を扱

いますが · · · )

1.1 関数とは

例えば,「ジュースの自動販売機」には,

「ボタンを 1つ決めると,そのボタンに対応した 1種類のジュース出る。」

という関係があります。(ボタンを 1つ押したら,コーラとカルピスの 2種類出て

きた!なんて自動販売機は壊れてない限りはありえないですよね？ )

実は日常にはこのような関係はたくさんあり,数学においても重要な関係にな

ります。数学では,「関数」と名前でこのような関係について学んでいきます。例

えば, 𝑦 = 3𝑥 + 5において,

• 𝑥 = 1を代入すると, 𝑦 = 8

• 𝑥 = 2を代入すると, 𝑦 = 11

• 𝑥 = 3を代入すると, 𝑦 = 14

のように 𝑥の値を 1つ決めて代入すると 𝑦の値もそれに対応して 1つ値が決まる

から, 𝑦 = 3𝑥 + 4は関数であるといえます。では,関数の大まかなイメージはでき

たと思うので,次で細かい用語について理解しましょう。
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1.2 関数の用語

𝑦 = 𝑥 + 2, 𝑦 = −3𝑥 + 4, 𝑦 = 𝑥2

のような式はすべて,

「𝑥の値を 1つ決めるとそれに対応して 𝑦の値も 1つ決まる。」

という関係があり,これを,

𝑦は 𝑥の関数

といいます。

基本的に 𝑥にはどんな数でも代入していいが, 𝑥に代入する値を制限するとき,制

限した 𝑥の値の範囲を,

𝑥の変域もしくは定義域

といいます。また, 𝑥の値の範囲に制限があると, 𝑦の値の範囲も制限される。そ

の 𝑦の値の範囲を,

𝑦の変域または値域

という。

※厳密にいうと,「定義域」というのは「定義」された「𝑥の変域」のことです。

つまり,定義域というのは問題文に 𝑥変域が与えられているものです。たまに,

「定義域を求めよ。」という問題がありますが,それは定義域の意味を考えるとお

かしい問題ということになります。言い回しを変えて,「値域が〇〇になるよう

に定義域を定めよ。」とすれば問題として成立します。
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基本問題 1 (レベル★ )

次のうち, 𝑦が 𝑥の関数であるものを答えなさい。

(1) 1個 𝑥 gのボール 10個の重さ 𝑦 gとする。

(2) 時速 𝑥 kmで 4時間進む距離を 𝑦 kmとする。

(3) 1000枚のコインを Aさんと Bさんで分ける。Aさんが 𝑥枚取り,B

さんが残りの 𝑦枚を取る。

(4) 身長が 𝑥 cmのとき,体重が 𝑦 kgとする。

(5) 1本40円の鉛筆を 𝑥本買い, 1000円出したときのおつりを 𝑦円とする。

(6) 20 cmの針金を曲げて長方形をつくるとき,縦の長さを 𝑥 cm,横の長

さを 𝑦 cmとする。
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1.3 座標

位置を表す考え方として,住所や緯度・経度があります。これらは,数値を用い

て位置を表しています。数学においても,点の位置を表すことを考えていきましょ

う。

𝑥

𝑦

1 2 3 4−4 −3 −2 −1

1

2

3

4

−4
−3
−2
−1

O

図のように, 2本の数直線を 0で垂直に交わる

ようにする。このとき,交わる点を

原点

といい, Oと表す。また,

横の数直線を 𝑥軸

縦の数直線を 𝑦軸

といい, 𝑥軸と 𝑦軸を合わせて

座標軸

といいます。また,座標軸の定められた平面を,

座標平面または 𝑥𝑦平面

といいます。

𝑥

𝑦

1 2 3 4−4 −3 −2 −1

1

2

3

4

−4
−3
−2
−1

O

P

座標平面上の点は 𝑥軸と 𝑦軸の目盛りの組で

表せます。

例えば,点 Pから垂直に 𝑥軸と 𝑦軸に垂線を

ひいたとき,

𝑥軸の目盛りは 2, 𝑦軸の目盛りは 3

であるから, (2, 3)と表します。また,

𝑥軸の目盛りを 𝑥座標, 𝑦軸の目盛りを 𝑦座標

といいます。
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点Aの位置が (𝑎, 𝑏)と表されるとき,

点Aの座標は (𝑎, 𝑏)

といい, A(𝑎, 𝑏)と表します。

1.4 いろいろな座標

中点の座標

例えば,

3と 7の真ん中の点

を 3と 7の中点という。では,中点の値を求めていきましょう。

まず, 3と 7の平均は,
3 + 7

2
= 5

と計算できます。では,数直線で位置関係を見てみましょう。

𝑥
−2 −1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

| | | |

上図のように,平均は中点を表しています。

この考え方を利用して, 2点A(2, 1)とB(6, 5)の中点Mの座標を求めましょう。

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5 6

1

2

3

4

5

6

O

A

B

M

| |

| |

〇 〇

×

×

点Mの 𝑥座標は,Aと Bの 𝑥座標の平均より,
2 + 6

2
= 4

点Mの 𝑦座標は,Aと Bの 𝑦座標の平均より,
1 + 5

2
= 3

よって, M(4, 3)となります。
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一般に,中点の座標は次のような公式にまとめられます。

中点の座標の公式

2点 A(𝑎𝑥 , 𝑎𝑦), B(𝑏𝑥 , 𝑏𝑦)を結ぶ線分ABの中点Mの座標は,

M
(
𝑎𝑥 + 𝑏𝑥

2
,
𝑎𝑦 + 𝑏𝑦

2

)

点の平行移動

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5

1

2

3

4

5

O

P

移動後の点

点 (2, 3)を移動させてみましょう。

𝑥軸方向に +1, 𝑦軸方向に −2だけ移動

させると,図より,

(3, 1)

になります。

一般に,点の平行移動は次のような公式にまとめられます。

点の平行移動

点 A(𝑎, 𝑏)を,

𝑥軸方向に +𝑝, 𝑦軸方向に +𝑞

だけ平行移動したときの座標は,

(𝑎 + 𝑝, 𝑏 + 𝑞)

になります。
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基本問題 1 (レベル★ )

(1) 下の図で,点 A, B, Cの座標を求めなさい。

(2) 下の図に,次の点を書き込みなさい。

D(4, −2),E(0, −4), F(−3, 1)

𝑥

𝑦

1 2 3 4−4 −3 −2 −1

1

2

3

4

−4
−3
−2
−1

O

A

B

C

基本問題 2 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 2点 (𝑎, 𝑏), (3, 7)の中点が (5, 8)のとき, 𝑎, 𝑏の値を求めなさい。

(2) 点 P(𝑎, 𝑏)を 𝑥軸方向に+2, 𝑦軸方向に −3だけ移動して点Q(1, 2)に

移りました。このときの, 𝑎, 𝑏の値を求めなさい。



13

N O T E



14

テーマ 1 (レベル★★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 点 (2, 3)について次のような点の座標を求めなさい。

(a) 𝑥軸対称な点

(b) 𝑦軸対称な点

(c) 原点対称な点

(2) 点 (1, 3)に関して 2点 (−2, 4)と (𝑎, 𝑏)が対称なとき, 𝑎, 𝑏の値を求

めなさい。
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第2講 【一次関数-2】

2.1 比例とは

1本 120円のジュースの買う本数と合計金額の関係を考えてみよう。

• 1本買うとき合計金額は 120円

• 3本買うとき合計金額は 360円

• 2本買うとき合計金額は 240円

• 4本買うとき合計金額は 480円

のように,買う本数が 2倍, 3倍, 4倍になると

合計金額も 2倍, 3倍, 4倍

になります。このような関係を

比例

という。ここで, 𝑥本買うとき合計金額は 𝑦円とすると,

𝑦 = 120𝑥

と表せる。よって,以下のようにまとめることができます。

比例まとめ

𝑥の値が 2倍, 3倍, · · · になると, 𝑦の値も 2倍, 3倍, · · · になる関係を,

𝑦は 𝑥に比例する

という。このとき, 𝑦を 𝑥の式で表すと,

𝑦 = 𝑎𝑥

と表せます。このとき, 𝑎を比例定数といいます。

※ 𝑥の値を 1つ決めると, 𝑦の値も 1つ決まるから比例は関数といえます。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の¬～¯の中から 𝑦が 𝑥に比例しているもの選びなさい。このとき,比

例定数も求めなさい。

¬底辺の長さが 𝑥cm,高さ 10cmである三角形の面積が 𝑦cm2とする。

­時速 4kmで 𝑥分歩いたときに進む道のりを 𝑦kmとする。

® 20cmのろうそくに火をつけると毎分 3cmずつ短くなる。このとき,

𝑥分後のろうそくの長さ 𝑦cmとする。

¯ 20mのリボンを 𝑥等分で切ったときの 1本あたりのリボンの長さ 𝑦m

とする。

基本問題 2 (レベル★ )

100Lの水が入る空の水そうに,水そうがいっぱいになるまで毎分 2Lの割

合で水を入れていく。午前 8時 30分には,水が水そうの半分まで入って

いた。この時点で基準にして, 𝑥 分後に水そうの水の量が 𝑦L増えるとす

る。次の問いに答えなさい。

(1) 𝑦を 𝑥の式で表しなさい。

(2) 𝑥 = −5のときの水そうの水の量を答えなさい。

(3) 値域を求めなさい。求めた値域になるように定義域を定めなさい。

(4) 午前 8時 45分,午前 8時 20分に入っている水の量を,それぞれ求め

なさい。

基本問題 3 (レベル★★ )

𝑦は 𝑥に比例し, 𝑥 = 6のとき, 𝑦 = −4であるとき,次の問いに答えなさい。

(1) 𝑦を 𝑥の式で表しなさい。

(2) 𝑥 = 5のときの 𝑦の値を求めなさい。

(3) 𝑦 = 8となる 𝑥の値を求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★ )

𝑦は 𝑥 + 2に比例し, 𝑥 = 1のとき, 𝑦 = −3であるとき,次の問いに答えな

さい。

(1) 𝑦を 𝑥の式で表しなさい。

(2) 𝑥 = 2のときの 𝑦の値を求めなさい。

(3) 𝑦 = 8となる 𝑥の値を求めなさい。
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第3講 【一次関数-3】

3.1 反比例とは

300gのケーキを子どもたちに平等に分けるとき, 1人あたりにもらえる重さの

関係を考えてみよう。

• 子ども 1人に分けるとき, 1人あたりの重さは 300g

• 子ども 2人に分けるとき, 1人あたりの重さは 150g

• 子ども 3人に分けるとき, 1人あたりの重さは 100g

• 子ども 4人に分けるとき, 1人あたりの重さは 75g

のように,子どもの人数が 2倍, 3倍, 4倍になると

1人あたりのケーキの重さは 1

2
倍,

1

3
倍,

1

4
倍

になります。このような関係を

反比例

という。ここで,子どもが 𝑥人のとき一人当たりのケーキの重さ 𝑦gとすると,

𝑦 =
300

𝑥

と表せる。よって,以下のようにまとめることができます。
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反比例まとめ

𝑥の値が 2倍, 3倍, · · · になると, 𝑦の値も 1

2
倍,

1

3
倍, · · · になる関係を,

𝑦は 𝑥に反比例する

という。このとき, 𝑦を 𝑥の式で表すと,

𝑦 =
𝑎

𝑥

と表せます。このとき, 𝑎を比例定数といいます。

※ 𝑥の値を 1つ決めると, 𝑦の値も 1つ決まるから反比例も関数といえます。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の ¬～¯ の中から 𝑦 が 𝑥 に反比例しているもの選びなさい。このと

き,比例定数も求めなさい。

¬底辺の長さが 𝑥cm,高さ 𝑦cmである三角形の面積が 10cm2とする。

­時速 𝑥kmで 10分歩いたときに進む道のりを 𝑦kmとする。

® 40Lの水が入る空の水そうに,毎分 𝑥Lの割合で水を入れていくとき,

いっぱいになるまでに 𝑦分かかる。

¯ 100mのリボンを 𝑥等分したときの 1本あたりの長さを 𝑦mとする。

基本問題 2 (レベル★ )

A地点から B地点まで移動するとき,時速 40kmで進むと 3時間かかると

いう。A地点から B地点までの時速 𝑥kmで進むとき 𝑦 時間かかるとし

て,次の問いに答えなさい。

(1) 𝑦を 𝑥の式で表しなさい。

(2) 時速 50kmで進むと, A地点からB地点までどれだけの時間がかかる

か答えなさい。

(3) A地点からB地点まで 6時間で到達するためには,どれだけの速度で

進めればよいか答えなさい。

基本問題 3 (レベル★ )

𝑦 は 𝑥 に反比例し, 𝑥 = −6のとき, 𝑦 = 3であるとき,次の問いに答えな

さい。

(1) 𝑦を 𝑥の式で表しなさい。

(2) 𝑥 = 2のときの 𝑦の値を求めなさい。

(3) 𝑦 = 10となる 𝑥の値を求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

𝑦 + 6は 𝑥 − 3に反比例し, 𝑥 = 4のとき, 𝑦 = 5であるとき,次の問いに答え

なさい。

(1) 𝑦を 𝑥の式で表しなさい。

(2) 𝑥 = −3のときの 𝑦の値を求めなさい。

(3) 𝑦 = 2となる 𝑥の値を求めなさい。
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第4講 【一次関数-4】

4.1 関数のグラフとは

𝑦が 𝑥の関数のとき, 𝑥と 𝑦の関係を座標平面に対応させます。そのとき,描く

図形を,

関数のグラフ

といいます。関数によって,描く図形が異なるので,基本の形は覚えましょう。

4.2 比例のグラフ

𝑦 = 2𝑥のグラフを考えていきましょう。まず,以下の表をつくります。

x -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

y -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8

この表の 𝑥, 𝑦を座標平面上に対応させると,下図のように,点を描くことができる。

𝑥

𝑦

O
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対応させる点をもっと増やすと,次のようなグラフになる。

𝑥

𝑦

O

つまり, 𝑦 = 2𝑥のグラフは原点を通る直線を表します。

比例のグラフ

𝑦 = 𝑎𝑥が表すグラフは,

原点 Oを通る直線

を表す。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の比例のグラフをかきなさい。

(1) 𝑦 = 2𝑥 (2) 𝑦 = −𝑥 (3) 𝑦 =
2

3
𝑥

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5 6 7 8−8 −7 −6 −5 −4 −3 −2 −1

1

2

3

4

5

6

7

8

−8
−7
−6
−5
−4
−3
−2
−1

O

基本問題 2 (レベル★ )

次の の中に,適当な言葉または数を入れなさい。

(1) 比例 𝑦 = 3𝑥は, 𝑥の値が 1ずつ増加すると 𝑦の値は ずつ する。

(2) 比例 𝑦 = −4𝑥 は, 𝑥 の値が 1ずつ増加すると 𝑦 の値は ずつ

する

(3) 比例 𝑦 = 𝑥 は, 𝑥 の値が 1ずつ増加すると 𝑦 の値は 1

2
ずつ減少

する。
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4.3 反比例のグラフ

𝑦 =
6

𝑥
のグラフを考えていきましょう。まず,以下の表をつくります。

x -6 -3 -2 -1 0 1 2 3 6

y -1 -2 -3 -6 × 6 3 2 2

この表の 𝑥, 𝑦を座標平面上に対応させると,下図のように,点を描くことができる。

𝑥

𝑦

O

対応させる点をもっと増やすと,次のようなグラフになる。

𝑥

𝑦

O

このような曲線を双曲線という。
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反比例のグラフ

𝑦 =
𝑎

𝑥
が表すグラフは,

双曲線

を表す。

• 𝑎 > 0のとき, • 𝑎 < 0のとき,

𝑥

𝑦

O
𝑥

𝑦

O
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基本問題 1 (レベル★ )

次の反比例のグラフをかきなさい。

(1) 𝑦 =
4

𝑥
(2) 𝑦 = −8

𝑥
(3) 𝑥𝑦 = 12

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5 6 7 8−8 −7 −6 −5 −4 −3 −2 −1

1

2

3

4

5

6

7

8

−8
−7
−6
−5
−4
−3
−2
−1

O
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テーマ 1 (レベル★★ )

反比例 𝑦 =
6

𝑥
において, 𝑥の定義域が 𝑎 ≦ 𝑥 ≦ −1のとき,値域が 𝑏 ≦ 𝑦 ≦ −2

となるとき,定数 𝑎, 𝑏の値を求めなさい。
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第5講 【一次関数-5】

5.1 比例と反比例の利用

比例と反比例のグラフの性質

• 2つのグラフが点 (𝑠, 𝑡) で交わるとき,それぞれのグラフの式に 𝑥 =

𝑠, 𝑦 = 𝑡を代入できる。

• 比例と反比例のグラフの交点が (𝑠, 𝑡)のとき, (−𝑠, −𝑡)も交点にもつ。

(原点対称な点)

基本問題 1 (レベル★ )

𝑥

𝑦

O

A

4B

右の図のように,比例 𝑦 =
1

2
𝑥のグラフと反

比例 𝑦 =
𝑎

𝑥
のグラフが, 2点 A, Bで交わっ

ている。点Aの 𝑥座標が 4であるとき,次の

問いに答えなさい。

(1) 点Aの 𝑦を求めなさい。

(2) 𝑎の値を求めなさい。

(3) 点 Bの座標を求めなさい。
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基本問題 2 (レベル★ )

次の三角形や四角形の面積を求めなさい。

(1)

𝑥

𝑦

O

A(4, 2)

C(−3, −2)

B(−3, 4)

(2)

𝑥

𝑦

O

A(3, 4)

C(2, −4)B(−4, −4)

(3)

𝑥

𝑦

O
A(3, 1)

B(−4, 5)

C(−3, −2)

(4)

𝑥

𝑦

O

A(3, 4)
B(−4, 2)

C(−2, −4)
D(3, −2)
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テーマ 1 (レベル★★ )

𝑥

𝑦

O

A
B

C

右の図のように,反比例 𝑦 =
12

𝑥
のグラフ上

の 𝑥座標, 𝑦座標がともに正である部分に頂

点Bがあり,点A, Cがそれぞれ 𝑦軸上, 𝑥軸

上にあるような,長方形OABCを考える。

(1) 長方形OABCの面積を求めなさい。

(2) 点Cの座標が (4, 0)であるとき,点A

の座標を求めなさい。

(3) OA = 2であるとき,線分OCの長さ

を求めなさい。
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第6講 【一次関数-6】

6.1 比例と反比例の総まとめ

第 1講から第 5講までの総まとめ問題です。第 6講の内容は予習せずに,取り

組みましょう。
基本問題 1 (レベル★★ )

Aさんは公園で毎日ジョギングをしている。Aさんがジョギングにかけ

る時間は日によって異なるが,ジョギングする速さは一定で, 30分のジョ

ギングしたときに走る道のりは 4kmになる。Aさんがジョギングを 𝑥分

間したときに走る道のりを 𝑦kmとする。このとき, 𝑦を 𝑥の式で表しなさ

い。また,定義域が 15 ≦ 𝑥 ≦ 90のとき,値域を求めなさい。

基本問題 2 (レベル★★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 反比例 𝑦 =
8

𝑥
のグラフ上の点で, 𝑥座標, 𝑦座標がともに自然数である

点の個数を求めよ。

(2) 次の表では, 𝑦は 𝑥に反比例している。表の空欄部分を埋めなさい。
x -4 -2 20

y 20 -10 -5
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基本問題 3 (レベル★★ )

𝑥

𝑦

O
A

B
-2

右の図のように,比例 𝑦 = 𝑎𝑥 のグラフと反

比例 𝑦 = −6
𝑥
のグラフが, 2点A, ,Bで交わっ

ている。点Aの 𝑥座標が −2であるとき,次

の問いに答えなさい。

(1) 𝑎の値を求めなさい。

(2) 点 Bの座標を求めなさい。

(3) 点 Aから 𝑦軸に,点 Bから 𝑥 軸に垂

線AP, BQを引く。このとき,四角形

OAPQBの面積を求めなさい。

基本問題 4 (レベル★★ )

𝑥

𝑦

O

A
C

B
D

右の図のように,比例 𝑦 = 2𝑥のグラフと反比

例 𝑦 =
𝑎

𝑥
のグラフがある。2つのグラフは, 2

点で交わっており,その点の交点を図のよう

に A, Bとする。また, 𝑦軸について点 A, B

と対称な点をそれぞれC, Dとする。長方形

ABCDの周の長さが 36であるとき,次のも

のを求めなさい。

(1) 点Aの座標

(2) 定数 𝑎の値
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第7講 【一次関数-7】

7.1 1次関数とは

𝑦 = 2𝑥 − 5や 𝑦 = −4
7
𝑥 + 3

のように, 𝑦は 𝑥の関数で 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏の形で表されるとき,

𝑦は 𝑥の一次関数

といいます。ただし, 𝑎 ≠ 0とします。

また, 𝑏 = 0のとき, 𝑦 = 𝑎𝑥 + 0 = 𝑎𝑥となり, 𝑦は 𝑥に比例になります。つまり,比

例は 1次関数の特別な場合と考えることができます。

7.2 1次関数のグラフ

𝑦 = 2𝑥 + 3のグラフを考えていきましょう。まず,以下の表をつくります。

x -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

y -5 -3 -1 1 3 5 7 9 11

この表の 𝑥, 𝑦を座標平面上に対応させると,下図のように,点を描くことができる。
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𝑥

𝑦

O

対応させる点をもっと増やすと,次のようなグラフになる。

𝑥

𝑦

O

3

つまり, 𝑦 = 2𝑥 + 3のグラフは点 (0, 3)を通る直線を表します。

1次関数のグラフ

𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏が表すグラフは,

点 (0, 𝑏)を通る直線

を表す。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の¬～±の中から 𝑦が 𝑥の一次関数になっているものを選びなさい。

¬ 𝑦 = 2𝑥 + 5 ­ 𝑦 = −3
5
𝑥 + 8 ® 𝑦 = −3

𝑥
− 2

¯ 𝑦 = −2𝑥 + 𝑥2 ° 𝑦 = −𝑥 ± 𝑥𝑦 = 7𝑥 − 3

基本問題 2 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 𝑥の値が 1から 5まで変化するとき,一次関数 𝑦 = 3𝑥 − 5の変化の割

合を求めなさい。

(2) 𝑦 = −2𝑥+5において, 𝑥の増加量が 3のとき, 𝑦の増加量を求めなさい。
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基本問題 3 (レベル★ )

次の一次関数のグラフをかきなさい。

(1) 𝑦 = 4𝑥 − 2 (2) 𝑦 = −𝑥 + 3 (3) 𝑦 = −2
3
𝑥 + 4

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5 6 7 8−8 −7 −6 −5 −4 −3 −2 −1

1

2

3

4

5

6

7

8

−8
−7
−6
−5
−4
−3
−2
−1

O

基本問題 4 (レベル★ )

次の条件を満たす一次関数の式を求めなさい。

(1) 変化の割合が −2で, 𝑥 = 3のとき, 𝑦 = 7

(2) 点 (5, 2)を通り,傾きが 4

(3) 点 (−9, 2)を通り,切片が −1

(4) 2点 (−1, 9), ((2, 3))を通る



53

N O T E



54

テーマ 1 (レベル★★ )

3点 A(−3, 1), B(2, 3), C(7, 𝑎) が一直線上にあるとき,定数 𝑎の値を求め

なさい
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第8講 【一次関数-8】

8.1 いろいろな一次関数の式

基本問題 1 (レベル★ )

次の条件を満たす直線の式を求めなさい。

(1) 直線 𝑦 = 𝑥 − 2と 𝑥軸に関して対称な直線

(2) 2点 (−1, 2), (5, −4)を結ぶ線分の中点を通り,直線 𝑦 = 2𝑥に平行な

直線

基本問題 2 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 2直線 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏, 𝑦 = 𝑏𝑥 − 𝑎がともに点 (2, 1)を通るとき,定数 𝑎, 𝑏

の値を求めなさい。

(2) 点 (−1, 3)と 𝑥軸, 𝑦軸に関してそれぞれ対称な点を P,Qがある。直

線 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏が 2点 P,Qを通るとき,定数 𝑎, 𝑏の値を求めなさい。
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8.2 定義域の制限された関数のグラフ

基本問題 1 (レベル★ )

次の関数のグラフをかきなさい。

(1) 𝑦 = 2𝑥 (−1 ≦ 𝑥 ≦ 5) (2) 𝑦 =
6

𝑥
(2 < 𝑥 < 6)

(3) 𝑦 = −2𝑥 + 3 (−2 ≦ 𝑥 < 3) (4) 𝑦 =
3

2
𝑥 + 2 (−4 ≦ 𝑥)

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5 6 7 8−8 −7 −6 −5 −4 −3 −2 −1

1

2

3

4

5

6

7

8

−8
−7
−6
−5
−4
−3
−2
−1

O
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テーマ 1 (レベル★★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 1次関数 𝑦 = −2𝑥 + 5の定義域が −2 ≦ 𝑥 ≦ 𝑎 であるとき,値域が

1 ≦ 𝑦 ≦ 𝑏となるように,定数 𝑎, 𝑏の値を求めなさい。

(2) 𝑎, 𝑏は定数で, 𝑎 ≠ 0とする。一次関数 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏の定義域が −2 ≦

𝑥 ≦ 4であるとき,値域が −4 ≦ 𝑦 ≦ 5となる。このとき,定数 𝑎, 𝑏の

値を求めなさい。
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第9講 【一次関数-9】

9.1 一次関数と方程式

文字を含む等式を方程式といいます。3𝑥 + 2𝑦 = 5 や 5𝑥 − 𝑦 = 0 のように

𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐

のような方程式を 2元 1次方程式といいます。

例えば, 3𝑥 + 2𝑦 = 5を満たす 𝑥, 𝑦の値の組は

(𝑥, 𝑦) = (1, 1), (3, −1), (5, −5), · · · · · ·

のように無数に存在します。これらの組を座標とする点の集まりを

方程式のグラフ

といいます。

また, 3𝑥 + 2𝑦 = 5を 𝑦について解くと, 𝑦 = −3
2
𝑥 + 5

2

よって, 3𝑥 + 2𝑦 = 5のグラフと 𝑦 = −3
2
𝑥 + 5

2
のグラフは一致します。よって,次の

ようにまとめられます。

2元 1次方程式まとめ

𝑥, 𝑦の方程式 𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐のグラフは,

直線

を表します。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の方程式のグラフをかきなさい。

(1) 2𝑥 − 𝑦 = 3 (2) 𝑦 = 4 (3) 2𝑥 − 10 = 0

𝑥

𝑦

1 2 3 4 5 6 7 8−8 −7 −6 −5 −4 −3 −2 −1

1

2

3

4

5

6

7

8

−8
−7
−6
−5
−4
−3
−2
−1

O
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9.2 2つの直線の交点の座標

2つの直線 𝑥 − 𝑦 = 2, 2𝑥 + 𝑦 = 2の交点の座標は,


𝑥 − 𝑦 = 2

2𝑥 + 𝑦 = 2

を満たします。つまり,

交点の座標は連立方程式の解と一致する。

ということが言えます。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 2つの直線 2𝑥 − 𝑦 = 1, 6𝑥 − 2𝑦 = 9の交点の座標を求めなさい。

(2) 2つの直線 𝑥 − 6𝑦 = 2𝑎, 𝑎𝑥 + 2𝑦 = 7が 1点で交わり,その交点の座標

が (−1, 𝑏)であるとき, 𝑎, 𝑏の値を求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

3直線 𝑙 : 𝑦 = −2𝑥 + 10, 𝑚 : 𝑦 =
4

3
𝑥 + 5, 𝑛 : 𝑦 = 𝑎𝑥が三角形を作らないよ

うな 𝑎の値をすべて求めなさい。
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第10講 【一次関数-10】

10.1 一次関数の利用 (図形編)

基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 3点O(0, 0), A(4, 3), B(−2, 6)において,△OABの面積を求めなさい。

(2) 3直線 𝑥 − 5𝑦 = −10, 3𝑥 − 2𝑦 = 9, 2𝑥 + 3𝑦 = 6によって,つくられる三

角形の面積を求めなさい。

基本問題 2 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 直線 𝑦 = 𝑎𝑥+3が3点A(2, −2), B(0, 3), C(−1, 0)を頂点とする△ABC

の面積を 2等分している。このとき,定数 𝑎の値を求めなさい。

(2) 2直線 𝑙 : 𝑦 = −𝑥 + 7, 𝑚 : 𝑦 = 𝑎𝑥 − 2が点A(3, 𝑏)で交わっている。ま

た, 𝑙と 𝑥軸の交点を B,𝑚と 𝑦軸の交点を Cとする。このとき,定数

𝑎, 𝑏の値を求めなさい。また,点 Aを通り,△ABCの面積を 2等分す

る直線の方程式を求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★ )

3点 O(0, 0), A(2, 4), B(6, −2) を頂点とする △AOBと 𝑦 軸上に点 Pがあ

る。△AOBと △POBが面積が等しいとき,点 Pの座標を求めなさい。ただ

し,点 Pの 𝑦座標を正とする。
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第11講 【一次関数-11】

11.1 一次関数の利用 (文章問題編)

基本問題 1 (レベル★ )

𝑥 (分)

𝑦 (L)

O 30

90

空の水そうに一定の割合で水を注ぐ。水を

注ぎ始めてから 𝑥 分後の水の量を 𝑦 Lとし

て, 𝑥と 𝑦の関係をグラフに表すと,右の図の

ようになった。また,水を注ぎ始めてから 36

分後の水そうはいっぱいになった。

(1) 毎分何 Lの割合で水を注いているか

答えなさい。

(2) 水そうは全部で何 Lの水が入るのか

答えなさい。

(3) 水そうの水 40Lになるのは,水を注ぎ

始めてから何分後か答えなさい。
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基本問題 2 (レベル★ )

A

B C

DP→

8cm

6cm

右の図のように,AB = 6cm, BC = 8 cmの

長方形ABCDがあり,その辺上を,頂点Aか

ら秒速 2 cmの速さで点 Dを通り点 Cまで

動く点Pがある。点Pが点Aを出発してか

ら 𝑥秒後の四角形ABPCの面積を 𝑦 cm2と

する。

(1) 0 < 𝑥 < 4のとき, 𝑦の 𝑥の式で表しなさい。

(2) 4 ≦ 𝑥 < 7のとき, 𝑦の 𝑥の式で表しなさい。

(3) 0 < 𝑥 < 7のときの 𝑥と 𝑦の関係を表すグラフをかきなさい。

(4) 𝑦 = 32となる 𝑥の値をすべて求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

𝑥 (分)

𝑦 (L)

O

20

10 30

160

水が入っていない水そうAと水がいくらか

入っている水そうBがある。AとBは同じ

大きさで,Aには午前 10時から毎分 5Lの割

合で水を入れる。次の問いに答えなさい。

(1) 午前 10時 𝑥 分に Aに入っている水

の量を 𝑦 Lとする。𝑦を 𝑥の式で表し

なさい。

(2) 右の図は,午前 10時 𝑥分に Bに入っ

ている水の量を 𝑦 Lとして, 𝑥と 𝑦の

関係を表したグラフである。

¬ Bに入っている水の量は,午前 10

時から毎分何 Lの割合で増加してい

るかを答えなさい。

­ 午前 10時 10分から午前 10時 30

分までの間に,Aと Bの水の量が等

しくなるときが 2回ある。そのとき

の時刻を求めなさい。
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第12講 【一次関数-12】

12.1 一次関数の総まとめ

基本問題 1 (レベル★★ )

反比例 𝑦 =
𝑎

𝑥
(𝑎は定数)について, 𝑥の変域が 2 ≦ 𝑥 ≦ 6であるとき, 𝑦の

変域は 4

3
≦ 𝑦 ≦ 𝑏となる。𝑎, 𝑏の値の範囲を求めなさい。

基本問題 2 (レベル★ )

次の図において, 2 直線 𝑙, 𝑚 の交点の座標を,それぞれ求めなさい。
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基本問題 3 (レベル★★ )

2点 A(1, 2), B(5, 4) がある。直線 𝑦 = −𝑥 + 𝑏 が線分 ABと交わるよう

に,定数 𝑏の値の範囲を定めなさい。

基本問題 4 (レベル★★ )

あるサービスプランの会社では, 1か月のサービス料 (基本料金と利用料

金の合計)について,次の 2種類のプランA, Bを用意している。

• A 基本料金 0円,利用料金 1分利用するごとに 20円

• B 基本料金あり,利用料金, 利用時間が 120分まで 0円,以後 1分利用

するごとに 8円

この 2つのプランでは,利用時間が 170分のときのサービス料金は同じであ

るという。1分未満の利用時間は切り上げ,利用時間は 1分単位で計算す

るものとするとき,次の問いに答えなさい。

(1) 　 Bを利用して,利用時間が 120分をこえる場合を考える。このと

き,利用時間を 𝑥分,サービス料金を 𝑦円として, 𝑦を 𝑥の式で表しな

さい。

(2) あらたに,次のようなプラン Cを導入する。

• C 基本料金あり,利用料金 利用時間に比例

このとき, 3つのプランを比較すると,Bのサービス料が最も高くなる

のは利用時間が 45分以内のときで,逆に最も安くなるのは,利用時間

がある時間からある時間までの 75分間であるという。

¬ Cを利用するとき,利用時間を 𝑥 分,サービス料金を 𝑦円として 𝑦

を 𝑥の式で表しなさい。

­ 1か月に 180分利用する場合サービス料金が最も高いプランと最

も安いプランとの差額を求めなさい。
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